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令和５年度事業報告 

（令和５年４月１日から令和６年３月３１日） 

 

未だ新型コロナ禍の影響が残る民間航空機製造と、国内製造基盤強化に向けて勢いづく防衛装備

品製造を担う、航空宇宙関連企業の経営力とサプライチェーンの回復及び強化に向けて、中部地域

の産学官との連携の下で、以下の６項目を柱とした各種事業を展開した。 

 

１．航空宇宙産業の経営実態の把握を通じて国等への要望 

 

 （１）国等の施策に関する要望書の取りまとめ、提出 

会員企業等の経営実態や要望・意見を取りまとめ、地域経済の活性化や企業支援施策の充実・

改善に向けた「要望書」を関係機関に提出した。その内容の実現に向け、センター自身が人材

育成やイメージ改善の活動を展開するとともに、関係機関のイベントにも積極的に協力した。 

なお、１月１日に発生した能登地震については、会員企業に被害状況の緊急ヒアリングを実施

し、結果を関係機関と共有した。 

 

（２）支援施策の周知 

 企業の経営改善のための国等の支援策を、ホームページやメールマガジン等で周知するととも

に、地域の支援機関と連携して説明会等を開催し、支援に係る相談にも対応した。 

愛知県や近畿経済産業局の依頼に応じて、防衛装備庁事業施策の説明講演を実施し、２月には

名古屋商工会議所との共催イベントでも情報発信を行った。 

 

[定量指標] 

・アンケートの対象数            回答目標 ５０件⇒実績８３件 

  ・ヒアリングの対象数            訪問目標 ３０社⇒実績１５社 

・要望書提出先               提出先目標 ２件⇒実績  ４件 

・施策関連ホームページ更新         更新目標  １回⇒実績 ２回 

・施策関連メールマガジンによる情報提供   提供目標  ６回⇒実績１９回 

・施策説明会等の実施            開催目標  ２回⇒実績 ３回 

 

２．サプライヤーの支援 

 新型コロナ禍で厳しい経営を強いられている中小サプライヤーを支援するため、会員企業を

中心とした企業訪問や展示会出展支援等において、中堅・中小サプライヤー企業の状況とニー

ズを把握した。 

個々の企業ニーズを、職員・コーディネーター・外部専門家が調査・検討し、経営体質強化、

ＩＴ・ＩｏＴを活用した生産性向上等に向けた支援の関連機関との連携展開につなげた。また、

必要に応じてＢ２Ｂマッチングを支援した。 

[定量指標] 
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・会員等訪問活動                 訪問目標 延べ５０社 ⇒実績 １４４社 

・個社支援            支援目標 延べ１５０社⇒実績 １４４社 

・Ｂ２Ｂマッチング支援      支援目標 延べ５０件 ⇒実績  ４０件 

 

３．国内外からの受注拡大 

 サプライチェーンの維持・強化のためには受注拡大が必要であるため、以下の展示会にブー

スを設け、出展企業等に対して、コーディネーターによる商談支援を実施した。また会員等の

海外販路拡大を円滑に支援するため、ＭＯＵ締結先との定期的な情報交換を実施した。 

[定量指標] 

・エアロマート名古屋２０２３ における商談支援   商談等支援目標２０件⇒実績６９件 

・その他国内外の展示会・商談会に係る商談支援     商談等支援目標１０件⇒実績 １件 

・ロボット・航空宇宙フェスタふくしま２０２３の受託 受託目標    １件⇒実績 １件 

・海外クラスターとの交流             ミーティング回数 ８件⇒実績 ９件 

 

４．人財力の強化 

産学官の関係機関と連携して、将来の航空宇宙産業に関わる人材の育成・確保の観点から小

学生から大学生、社会人さらには経営者・管理者・若手技術者の人財力を高めるための各種取

り組みを展開した。また会員限定事業として、先端研究施設等見学会と企業経営者の啓蒙を目

指す会員交流会（切磋琢磨の会）を開催した。 

[定量指標] 

・小学生高学年向けの航空教室       受講目標１５名⇒実績１５名 

・中学生・高校生向け出前授業                実施目標２回⇒実績４回 

・中学生向けの航空技術体験スクール＠ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）  実績１回 

・大学と連携したリカレント教育  受講目標(リモート)１，５００名⇒実績 １,２５９名 

・大学等との連携セミナー         支援目標２回・延べ１００名⇒実績２回・延べ７３名 

・若手技術者を対象とした試験評価講座            受講目標１０名⇒実績８名 

・経営者・管理者を対象とした知見（戦訓）共有に向けた講演会 

開催目標２回・延べ１００名⇒実績２回・延べ７４名 

・構造組立初級講座  

連絡会議 ポリテクセンター、ＶＲテクノセンター各 1回⇒実績    ０回 

中日本航空専門学校の技能認定証に関する相談に対応 

・先端研究施設等見学会                  開催目標 ２回⇒実績３回 

・会員交流会(切磋琢磨の会)                開催目標 ２回⇒実績３回 

 

５．産学官連携の強化及び新技術・新分野への挑戦 

 戦略特区域内の産学官、関係機関との連携を促進しつつ、新技術・新分野展開等航空宇宙産業

の最新動向の把握に努めた。 

各県市が航空宇宙産業振興のために設けた各種委員会等に積極的に参画するとともに、全国の

自治体からの依頼に応じて、展示会やシンポジウムでの講演等の活動を展開した。 
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[定量的指標] 

 ・次の世代の航空宇宙産業の強化に向けた取組み 

ヒアリング目標 ５０社⇒実績 ０社 

・航空機産業の発展に向けた産学官連携方策の模索   ヒアリング目標 ５社⇒実績 ２社 

・各県・市の航空宇宙産業振興に係る委員会等への参画   参画目標 ４回⇒実績１０回 

 

６．会員の確保及び会員へのサービス充実 

 展示会等での勧誘や会員限定活動を呼び水として新規会員の確保を図るとともに、会員とし

てのメリットを実感できる事業を展開し、ホームページ及びメールマガジンによる情報発信を

行った。 

また、展示会での啓蒙活動など、航空ＰＬ保険や航空サプライチェーン保険の普及にも努力

した。 

  

[定量的指標] 

 ・新規会員の確保              獲得目標      ５社⇒実績 ４社  

 ・会員であるメリットを実感できる事業の実施 会員限定事業   ２事業⇒実績 ２事業 

                       非会員との差別化 ２事業⇒実績 １事業 

・ホームページ及びメールマガジンによる情報発信 目標提供件数１００件⇒実績９０件 

・航空ＰＬ保険や航空サプライチェーン保険の普及 契約目標    ３件⇒実績 ０件
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１．航空宇宙産業の経営実態の把握を通じて国等への要望 

 

（１）国等の施策に関する要望書の取りまとめ、提出 

 会員を中心とした航空機関連企業に対して、３月にアンケ―ト調査(８３社から回答)及

びヒアリング(１５社訪問)を実施し、要望書を取りまとめ、７月１０日に水野会長から中

部経済産業局長、愛知労働局長及び東海財務局長に提出した。その後、経済産業省製造産

業局航空機武器宇宙産業課 航空機部品・素材産業室への説明・提出を行った。 

□令和５年度我が国の経済と安全を支える航空宇宙産業の発展に向けた要望（令和５年７月) 

   [要望事項] （下線太字は重点要望事項） 

１．コロナ禍による経営ダメージが残る企業を支援するための要望 

【要望１】利子補給期間の延長及び返済条件変更等弾力的な金融支援 

（１）融資要件緩和・利子補給制度の延長及び拡充 

（２）返済条件変更への弾力的対応 

【要望２】雇用維持施策の改善（助成金における出向元負担の軽減） 

（１）産業雇用安定助成金の申請における出向元企業の負担軽減 

２．コロナ禍で傷ついたサプライチェーンの回復、強化に向けた要望 

【要望３】業界イメージ改善や外国人雇用条件緩和等による人材の確保・育成 

（１）求職者の航空宇宙産業に対するイメージの改善 

（２）採用活動に対する支援策の拡充 

（３）外国人労働者の活用機会の拡大 

【要望４】価格設定プロセス見直しと物価高騰対策補助等による収益の確保 

(１)材料、エネルギー価格の高騰に係る対策の強化と支援 

(２) 取引条件の改善に向けた支援 

【要望５】上限金額・補助率・補助期間など設備更新を促す補助制度の改善 

（１）上限金額及び補助率に関する運用改善 

（２）補助事業期間に関する改善 

（３）要件の緩和（企業規模に囚われない等） 

（４）手続きの簡素化、早期化 

【要望６】認証取得・維持支援、ＤＸ・ＧＸ推進など競争力ある事業環境の整備 

（１）調達システム等共通化、情報保護システム整備の推進 

（２）特許、認証の取得、維持への支援 

（３）ＤＸ推進に係る支援 

（４）ＧＸ推進に係る支援 

３．航空宇宙産業の持続的発展に向けた要望 

【要望７】展示会・商談会による新たな仕事の確保 

（１）展示会、商談会の開催及び出展への支援 

（２）防衛装備品の国内調達の拡大 

【要望８】産業の持続的発展に向けた国産機開発の推進 

（１）新たな国産航空機開発に向けた研究開発の推進 
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これらの実現に向け、センター自身が人材育成やイメージ改善の活動を展開するとともに、

関係機関のイベントにも積極的に協力した。 

また、令和６年１月１日に発生した能登地震に関しては、会員企業に被害状況の緊急ヒアリ

ングを実施し、結果を関係機関と共有した。 

 

（２）支援施策の周知 

 企業の経営改善のための国等の支援策を、ホームページやメールマガジン等で周知するとともに、

地域の支援機関と連携して説明会等を開催し、支援に係る相談にも対応した。 

新たな法律に基づく防衛装備庁事業施策については、愛知県や近畿経済産業局の依頼に応じて

説明講演を実施し、２月には名古屋商工会議所との共催イベントでも情報発信を行った。 

長らく見直しがなされて来なかったホームページについても、情報の逐次更新と合わせて、

項目の取捨選択、アーカイブへの移動、検索方法の刷新等の更新作業を実施した。今年度未着

手となった使い勝手の改善等の課題については、来年度以降の総会後の定期更新時に見直しを

行う予定である。 

 

２．サプライヤーの支援 

（１）会員等訪問活動 

  新型コロナ禍等の影響で厳しい経営を強いられた中小サプライヤーを支援するため、日常的な

企業訪問や前項の取り組み等により中堅・中小サプライヤー企業の状況とニーズを把握した。 

 

（２）経営支援活動 

  会員企業の訪問や展示会出展支援等により把握した個々の企業のニーズについて、職員・コー

ディネーター・外部専門家が調査・検討し、経営体質強化、ＩＴ・ＩｏＴを活用した生産性向上

等のための支援を関係機関と連携して展開した。その結果、要望に応じたＢ２Ｂマッチングを支

援することにもつながった。 

 

３．国内外からの受注拡大 

   アフターコロナのサプライチェーンの回復・強化のためには受注の拡大が必要であることから、

開催された以下の展示会等への参加会員企業に対して、コーディネーターによるハンズオン支援

等を実施することで商談成立を目指した。また会員等の海外販路拡大を円滑に支援するためＭＯ

Ｕ締結先との定期的な情報交換を実施した。 

 

 （１）「エアロマート名古屋２０２３」（９月２６～２

８日）における商談支援 

吹上ホールで開催されたエアロマート名古屋２０

２３に、Ｃ-ＡＳＴＥＣとしてブース出展し、中部地

域から出展するクラスターや企業等と連携して国内

外にアピールした。 

展示会前にも、支援要請のあった会員企業 1 社を

［エアロマート名古屋での当センター展示ブース] 
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コーディネーターと訪問しオンサイト支援を行った。展示会当日には、知見や経験が豊富な５

名のコーディネーターが、国内外クラスターやバイヤー企業等へ中部地域クラスター・企業の

売り込みを行うとともに、各地の支援機関と連携しながら国内外バイヤーとの商談マッチング

を支援した。また、あいち・なごやエアロスペースコンソーシアム（以下ＡＮＡＣという）や

主催者であるａｂｅの支援依頼にも対応した。 

期間中、６９件の商談等を支援（商談支援２１件・ＢtoＢ支援１３件・面談支援３５件）す

るとともに、３１件の国内外企業・クラスターとの情報交換を実施した。 

今回は２０２１年の同イベントに比べて参加者数が増加し、会場内の商談や展示に活気が

戻って来たように感じられた。 

 

【エアロマート名古屋２０２３ 開催実績（参考）】 

開催期間： 令和５年９月２６日（火）～２８日（水） 

会   場： 名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール） 

主   催： ａｂｅ - advanced business events (ＢＣＩエアロスペース) 

共   催： 名古屋商工会議所 

        コンポジットハイウェイコンソーシアム(ＣＨＣ) 

特別共催：愛知県、名古屋市、長野県、岐阜県、静岡県、三重県 

あいちなごやエアロスペースコンソーシアム、 

後   援： 豊橋市、長野市、 

ＪＡＸＡ、ＧＮＩＣ、ＪＥＴＲＯ名古屋、Ｃ-ＡＳＴＥＣ 

参加企業： ４２６社・団体 

参加国数： １９ヶ国・地域 

参加者数： １３６３人 

 

 

また、エアロマート名古屋２０２３において中部経産局が主催した、高専・大学生向け

の航空宇宙イメージアップイベントについても、司会及びブースの案内役として協力した。 

 日時：令和５年９月２８日（木） 

 場所：エアロマート名古屋 ２０２３ 会場内のワークショップスペース  

＠名古屋市中小企業振興会館吹上ホール 

 参加者：専門学校、工業高等専門学校、大学生等約１００名 

 イベント内容 

①航空機産業界についての概要説明  

「航空機産業の構造と今後の動向について」～航空機産業界の魅力について併せ考える～  

講師 大阪公立大学客員教授 博士（工学） 中村洋明氏 

②航空関連企業からの事業紹介  

・旭金属工業株式会社    ・シンフォニアテクノロジー株式会 

③エアロマート名古屋会場内企業ブースの見学 
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 （２）その他国内外の展示会・商談会に係る商談支援 

 ANAC がパリエアショーに出展するにあたり、欧州クラスターとの関係を生かして現地ツ

アーの企画等を支援した。またメールマガジンで、出展予定者に対し支援可能である旨を通

知した。 

また、一昨年度から福島県から受託している「ロボット・航空宇宙フェスタふくしま２０

２３」に関する事業を本年度も受託し、センター会員企業を中心に、視察と商・相談会への

勧誘を実施した。航空宇宙関連の川下企業が少ない福島県の企業実情と実績を踏まえて、当

該地域の出展企業とのマッチングを行い具体的な取引に向けた商談につなげた。今回は前日

に参加企業を対象とした見学会も開催し、「福島ロボットテストフィールド」及び隣接する

会員企業であるテララボ社の災害本部や格納庫といった現地施設を視察してもらうことも

でき、大変好評であった。 

 日時：令和５年１１月２１日（火）～２２日（水） 

 場所：福島ロボットテストフィールド（２１日） 

ロボット・航空宇宙フェスタふくしま２０２３＠ビッグパレット（２２日）  

 参加企業 ：１５社（２２名） 

 商談件数 ：３２件 

 

（３）海外クラスターとの交流  

欧州クラスター主導で結成されたＧＡＣＰ(Global Aerospace Cluster Partnership)の定例

会議のＥＡＳＴ会議を通じて、ＭＯＵを締結しているドイツのハンブルク・アビエーション、

フランスのエアロスペース・バレーと５回（４月、７月、１０月、１２月、２月）の定期的な

情報交換を行った。 

ＧＡＣＰ会議には中国・韓国・シンガポールなどのクラスター・企業も参加したことから、

アジア地域の情報も得ることができた。 

また、エアロスペース・バレーとはＧＡＣＰ会議以外にも４月～６月に４回リモート会議を

行い、パリエアショーに参加する愛知県企業の受け入れを依頼・調整した。 

 

４．人財力の強化 

 産学官の関係機関と連携し、将来の航空宇宙産業に関わる人材の育成・確保に向けて、小学

生から大学生、社会人、さらには経営者・管理者・若手技術者の人財力を高めるための各種取

り組みを展開した。また、会員限定事業として、先端研究施設等見学会と企業経営者の啓蒙を

目指す会員交流会（切磋琢磨の会）を開催した。 

 

（１）将来を担う人材の育成 

①小学生高学年向けの航空教室 

空へのあこがれや夢をもつ子供たちが、安心して航空宇宙産業に飛び込み羽ばたけるよう、

モノづくりと教育を融合させた、高性能ペーパーグライダーの製作と飛行原理・飛行力学の学

習を行う航空教室を名古屋市科学館と連携して開催した。また本年度は、７８７のフライトシ

ミュレーターを利用して模擬飛行が体験できる日程を追加した。 
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３日間を通して１５名が参加し、航空機の飛行の原理からモノ作りに至る理解を深めるとと

もに、空を飛ぶことへの憧れを抱いてもらえたという手ごたえを感じた。また同行された父兄

の方々からも好評を頂けた。 

 

 

 

日時 内容 場所等 

７月２５日 

10:00～12:30 

・航空機歴史の学習（科学館学芸員による講義） 

・ペーパーグライダー製作 

・飛行調整・練習 

名古屋市科学館 

 

白川公園 

８月１日 

10:00～12:00 

・飛行競技会 

（滞空時間競技：３回の合計、最大６０秒） 

庄内緑地・多目的広場 

８月４日 

10:00～12:00 

・フライトシミュレーター体験 

（パイロットによる解説・指導あり） 

・展示航空機(７８７)の見学 

フライト・オブ・ドリーム

ズ（セントレア） 
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②水ロケット全国大会(各務原市) 

コロナ流行のため中断されていた宇宙少年団(YAC)各務原支部が主催するイベントが、2023

年度は３年ぶりに、アイデア水ロケットエキシビション大会として開催された。 

Ｃ－ＡＳＴＥＣは５月１４日の宇宙少年団各務原支部育成会への出席、１０月８日のアイデア

水ロケット大会の見学を通じて意見交換などの支援を行った。 

 

③航空技術体験スクール（ＪＡＸＡ共催） 

航空機に興味を持つ中学生を対象に、一般公開されていないＪＡＸＡの名古屋空港飛行研

究拠点において、実験用航空機「飛翔」の見学、最新 MR技術の体験、体験学習、グループワー

クを通して、航空機の研究開発について学ぶ機会を提供した。 

 

■開催日時： ９月２４日（日） 12:45～16:15 

■会場  ： ＪＡＸＡ 名古屋空港飛行研究拠点 

■参加者 ： 中学生（１年生から３年生）１５名、一部父兄同伴 

■スケジュール 

時間 内容 

12:45 名古屋空港飛行研究拠点 集合 

12:55～13:00 ＪＡＸＡ航空技術部門概要説明 

13:00～13:10 名古屋空港飛行研究拠点 

飛翔見学前説明（機体説明＋安全上の諸注意） 

13:10～13:30 MR（Mixed Reality）技術説明 

 Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 

13:35～13:50 飛翔内部見学 飛翔外観見学 ＭＲ技術体験 

13:50～14:05 飛翔外観見学 ＭＲ技術体験 飛翔内部見学 

14:05～14:20 ＭＲ技術体験 飛翔内部見学 飛翔外観見学 

14:20～14:35 休憩 

14:35～14:40 ＭＲ技術体験の総評 

14:40～16:10 航空機・航空技術セミナー＆懇談会 

 １）研究紹介・実習紹介（１５分） 

 ２）実習（強度材の製作及び強度負荷試験）（４５分） 

 ３）表彰と講評（１０分） 

 ４）懇談会（中学生からの質問を受け懇談）（２０分） 

16:15 名古屋空港飛行研究拠点 解散 

 

実験用航空機「飛翔」の見学 

航空機の先端技術や装備品の飛行

実証を行う実験用航空機「飛翔」の外

及び内部をＪＡＸＡ職員の説明を受

けながら見学した。 
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・ ＭＲ技術の体験：３次元立体ホログラム飛行機のデザインを体験 

ＪＡＸＡが取り組んでいる可視化技術の一つに、ＭＲ（Mixed Reality：コンピューターで計

算した物理現象を、現実の風景に重ね合わせて表示し、さらにそれを自由な角度から検証する

ことができる）技術がある。今回、３次元立体ホログラム飛行機のデザインを参加者に体験し

てもらった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （３次元立体ホログラム飛行機を組立） 

 

・ 航空機・航空技術セミナー＆懇談会 

航空機の構造の考え方を、画用紙を使って一定の強度を満たしながら、最も軽量の強度材を

製作したチームが優勝となる実習により体験してもらった。最後に、中学生からの質問コーナー

では、ＪＡＸＡ研究者から直接回答を得ることで、航空機研究職を自らの将来像としてイメー

ジすることができたと考える。また、同伴の父兄からも良い反応を得ることができた。 
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④豊田市井郷中学校における教育講演会 

豊田市井郷中学ＰＴＡから、航空機、宇宙等をテーマにした中学生向けの教育講演会の依頼

があり、下記要領で対応した。 

■月日： 令和５年１１月２２日 

■場所： 豊田市立 井郷中学校 体育館 

■対象： 井郷中学校 全校生徒 約５００名 

■タイトル： 

「挑戦しよう！空や宇宙は希望で溢れている‼」 

約５０分の講演に続き、約１０分間の質疑応答

を行った。 

５００名近くが聞いている中でも、質問してく

れたことに感心した。また、資料はスクリーン投

影のみであったが、メモを取り、理解をしようと

努力してくれたことをありがたく思った。 

 

 

⑤小牧市岩崎中学校での社会人講座 

 職場体験を控えた２年生に、社会人経験を聞いておくことでより大きな成果を目指すため、

初めて航空宇宙産業についての講演を求められ、下記要領で対応した。 

■月日： 令和５年１１月２７日 

■場所： 小牧市立 岩崎中学校 体育館 

■対象： ２年生全員 約１５０名 

■タイトル：「大空をささえる私たちの小牧市」 

 質疑応答が大いに盛り上がり、航空機関連の質問

以外に社会での人付き合いで重視して来た点は何か

など、新型コロナ禍以降の人間関係の難しさなど子

供たちの悩みが偲ばれる質問もあった。 

 

 

⑥名古屋市工業高校への出前授業 

選択科目「航空宇宙」を選択している３年生に対し、航空機

の概要について講義を行った。 

■月日： 令和６年１月１６日  

■場所： 名古屋市立工業高校電子機械科 実習室 

■対象： 選択科目「航空宇宙」３年生 ２０名 

■タイトル：「飛行機の話」 

地球の大きさ、他の乗り物との比較、飛行機の歴史、機種の
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紹介、産業などについて概要を講義した。先方からは、今後も続けて欲しい、また３年生より

むしろ１・２年生に聞かせると「航空宇宙」授業の選択希望者が増やせそうだとの感想を頂い

た。 

 

 

⑦小牧工科高校への出前授業 

航空産業科の２・３年生に対し、航空機についての概要を講義した。 

■月日： 令和６年２月９日、１３日  

■場所： 愛知県立小牧工科高校 

航空産業科 実習室 

■対象： 航空産業科 ２・３年生計２３名 

■タイトル：「飛行機の話」 

地球の大きさ、他の乗り物との比較、飛行機の歴史、

機種の紹介、産業などについて概要を講義した。講義の

後に生徒から「初めて聞く話が多く、興味深く聞けた。飛行機がさらに好きになった」との感

想を得た。 

 

 

（２）大学と連携したリカレント教育 

 あいち・なごやエアロスペースコンソーシアムの一員として「航空宇宙製造人材育成講座」を

中部大学に委託、実施した。講座開催回数は 5回、延べ受講者数（オンライン）は 1259 名。 

 

 

（３）大学等との連携セミナー 

①生産技術の高度化・生産性向上のための生産技術セミナー 

東海国立大学機構航空宇宙生産技術開発センターと連携して、同センター所属の名古屋大

学のお二方に講演頂いた。概要は以下の通り。 

 日時：令和５年４月２８日 13:15～15:55 

 場所：名古屋商工会議所３F第 1会議室 

 参加人数 １７人 

 講演内容： 

・「航空機部品の機械加工技術の高度化」 

名古屋大学教授 社本 英二 工学博士 

・「航空機生産工場への導入を目指した自律搬送車」 

名古屋大学教授 鈴木 達也 工学博士 

 

②DX 技術に係るセミナー 

愛知県及びＪＡＸＡと連携して、下記要領で開催した。 

 日時：令和５年６月２日（金）13:30～16:25 
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 会場：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）１８階 セミナールーム 

 参加者：５５名 

 講演内容 

・「航空機ライフサイクルＤＸの研究開発とＣＨＡＩＮ-Ｘ」 

  国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）溝渕 泰寛 氏 

・「航空機開発プロセスにおける MBSE 適用について」 

  三菱重工業株式会社 長倉 宏至 氏 

・「民間航空機における生産ＤＸと航空機ＤＸプラットフォーム」 

  川崎重工業株式会社 伊藤 慎太郎 氏 

 

（４）若手技術者を対象とした試験評価講座(第 1回講演は１２名、第２回以降の講座に８名が参加) 

「実機感覚を有する航空機開発人材養成講座」は、航空機開発の最終段階となる飛行試験を

中心とした座学と実習を通し、実機感覚を持つ技術者育成を意図する９回の講座であり、昨年

度好評であった元テストパイロットによる次の２講座を含め下記要領で開催した。 

第１回：三輪講師による「フライトテストエンジニアとしての心得」 

第６回：樋口講師による「７８７フライトシミュレーターによる模擬飛行試験」 

 

■月日： 令和５年９月３０日～１２月 2日 

■場所： Ｃ-ＡＳＴＥＣ 会議室 

 （第 1回講演会は、ウインクあいち、第６回はセントレアのフライト・オブ・ドリームズ）     

■対象： 会員企業に所属する参加希望者（費用：1名４万円）、第 1回は４名が追加参加 

各回の講義内容は下表のとおり。 

No. 日時 項 目 内 容 

第
１
回 

令和５年９月３０日 

13:30～16:00 

講演：1時間 

意見交換：1.5 時間 

フライトテストエンジニア 

（ＦＴＥ）としての心構え 

「航空機開発の飛行試験におけ

るテストパイロットとフライト

テストエンジニア」の講演を通

して、ＦＴＥの心構えを伝授 

第
２
回 

１０月７日 

9:00～12:00 

関連試験全体 
航空機開発の進捗に対応した各

種関連試験について 

飛行の力学－ 基 礎 － 機体運動の基礎 

第
３
回 

１０月１４日 

9:00～12:00 
飛行試験用システム 

飛行試験用システム（計測システ

ム、オンラインモニタシステム

等）について 

第
４
回 

１０月２１日 

9:00～12:00 

飛行特性（縦系）－ 各 論 － 縦系の主要飛行特性 

飛行試験方案/実施要領 
飛行試験（飛行特性評価）の実施

要領 

飛行特性の評価方法 
飛行試験データによる、飛行特性

の評価方法 
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第
５
回 

１１月３日 

9:00～12:00 
飛行試験結果の評価 

実飛行で取得したデータによる

飛行特性の評価 ① 

第
６
回 

１１月１１日 

10:00～12:00 

７８７フライトシミュレーター

による模擬飛行試験（セントレ

アにて） 

模擬飛行方案に基づいて操縦・操作の

状況と機体応答の観察 

第
７
回 

１１月１８日 

9:00～12:00 

飛行試験結果の評価 
実飛行で取得したデータによる

飛行性の評価 ② 

飛行試験の事例と教訓 
代表的な飛行試験事例を紹介し、

そこから得られた教訓の解説① 

第
８
回 

１１月２５日 

9:00～12:00 
飛行試験の事例と教訓 

代表的な飛行試験事例を紹介

し、そこから得られた教訓の解

説② 

第
９
回 

１２月２日 

 9:00～12:00 
飛行試験の事例と教訓 

代表的な飛行試験事例を紹介し、

そこから得られた教訓の解説③ 

 

  特別講座となった第１回と第６回の内容は以下の通り。 

・ 第１回：三輪講師による「フライトテストエンジニアとしての心得」 

Ｆ－２開発の際に、航空自衛隊飛行開発実験団のテストパイロットとして、飛行試験、

開発に携わった三輪氏から、その際の貴重な経験と知見に基づき、「飛行試験における

テストパイロットとフライトテストエンジニア（ＦＴＥ）の役割」を講演頂いた。 

 

・ 第６回：樋口講師による「７８７フライトシミュレーターによる模擬飛行試験」 

航空自衛隊飛行開発実験団のテストパイロットとして F-１５等の戦闘機操縦経験が

豊富な樋口氏から、模擬飛行方案に基づいて、中部国際空港セントレアにある７８７

フライトシミュレーターを使って操縦・操作を行いつつ、飛行特性の評価の仕方を伝

授して頂いた。実際の飛行特性の試験が、どのように実施されているかを体感できる

非常に貴重な機会となった。 
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 （５）経営者・管理者を対象とした知見（戦訓）共有に向けた講演会 

 人財育成、技術伝承に寄与するため、航空宇宙産業に関わる経営者と今後を担う若手技術

者等を対象として、金属及び複合材の３Ｄプリンターの利活用に造詣の深い専門家、及び航

空機、装備品等の認証経験を有する専門家を招き、開発時の経験や課題等に関する講演会を

開催した。 

 

 第１回 ３Ｄプリンターの新たな設計思想と研究開発動向 

日時：令和５年５月２４日（水）13：30～16：50 

場所：ウインクあいち１８Fセミナールーム 

参加人数： ４０人 

講演内容： 

      ・新しい設計と複合材料３Ｄプリンターの動向 

東京工業大学 工学院 機械系 教授 轟
とどろき

 章
あきら

 氏 

      ・金属３Ｄプリンターの現状と将来動向 

近畿大学  次世代基盤技術研究所 客員准教授 池
いけ

庄司
しょうじ

 敏
とし

孝
たか

 氏 

 

 第２回講演会 航空機、装備品等の認証取得 

日時：令和５年１１月２９日（水）13：30～16：50 

場所：ウインクあいち１８Fセミナールーム 

参加人数： ３４人 

講演内容： 

 ・純国産ヘリコプターＭＨ２０００の開発におけるＴＣ（型式証明）取得について 

横井経営技術研究所 代表 横井
よ こ い

 圭一
けいいち

 氏 

   ・航空機用ピトー管の国内仕様承認活動について 

東京航空計器株式会社 航空宇宙事業本部 航空企画部部長 川島
かわしま

 賢太郎
け ん たろ う

氏 

 

（６）構造組立初級講座 

航空機製造・組立現場における人材不足に対応し、人材の確保・育成を図るため、中堅・

中小企業の航空機製造現場技能職（初任者、経験者）を対象とした実技研修を、平成２７年

度の試行を経て２８年度から本格実施に至った。しかし、受講人数が予想を下回ったため、

愛知県を担当するポリテクセンター名古屋は令和２年に講座を休止し、岐阜県を担当する VR

テクノセンターのみが初期レベルに限定して開講して来た。その後の新型コロナ禍の影響も

あって令和４年度の受講者が 1名となったが、５年度は８名に増えた。制度の目標である認

定についてはレベル４まで完了する必要があるため、正式には機能していない状況にある・ 

  

①本年度の取り組み 
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足下の民需機生産の伸び悩みから、徐々に受講者数が増加したとしても、初級のレベル

1～２にとどまっているため、技能認定の要望はなく認定委員会の招集も行われなかった。 

 

②今後の取り組み 

    中日本航空専門学校より、令和７年度からのカリキュラムで「航空機製造技能者育成講

座（構造組立初級）」を実施し、モティベーション向上のため技能認定証を出せないかとの

相談が１２月にあり、現在機体メーカー等の意見を収集している。 

  

（７）先端研究施設等見学会【会員限定】 

  新事業展開を促すため、会員の経営者、管理者を対象として、中部地域における航空機部品

の調達機関や生産技術の研究機関の協力を得て、施設や研究現場の見学会を２か所、３回開催

した。 

 

①航空自衛隊第２補給処(岐阜基地)(第 1回：７月１２日、第２回：１０月１８日) 

航空自衛隊での航空機部品等の調達に関する詳細な解説を受けた後に、第２補給処の倉庫等

の施設及び岐阜基地の管制塔及び航空機の見学を行った。 

第 1 回は、募集開始後早々に予定の３０名を超過したため、なるべく多くの企業から参加

して頂けるよう各企業 2名以内とする制限を課し、会員外の申し込みはお断りした。 

第 2 回は、第 1 回で人数制限となったことから需要が高いと判断し、同一内容での見学会

をお願いしたところ、第２補給処側の人事異動の時期や基地祭の準備時期との兼ね合いから、

１０月１８日に参加者約２５名で開催することができた。 

各回ともスケジュールは概ね以下のとおり  

10：00～10：10 ：ご挨拶(Ｃ-ＡＳＴＥＣ、第２補給処) 

10：10～12：00 ：講義「航空自衛隊・第２補給処の調達業務(仮題)」 

12：00～13：00 ：体験喫食又は各自昼食、休憩 

13：00～15：10 ：第２補給処・岐阜基地施設見学  

第２補給処の業務について、初めて詳しく聞くことができたと喜ばれた方が多く、第２補

給処側からも、航空機製造業界の見学は大変有意義で、今後恒例化してもよいと提案頂けた。 

 

②名古屋大学ナショナルコンポジットセンター（１２月２１日） 

ナショナルコンポジットセンター(ＮＣＣ)にて、研究内容等の紹介をいただくと共に、研究

施設の見学を行った。 

13：00～13：10 ：ご挨拶(Ｃ-ＡＳＴＥＣ、ＮＣＣ) 

13：10～13：45 ：ＮＣＣの全般紹介 

13：45～14：45 ：ＮＣＣ施設への移動、見学 

14：45～15：00 ：質疑応答 

見学者数の上限は２０名で２０名の申し込みを行ったが、業務都合等により参加者は１７名。 

見学者からは、自社業務に役立つ知見が得られたとの意見もあり、好評であった。 
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（８）会員交流会(切磋琢磨の会)【会員限定】 

 中小企業会員の経営者を対象として、共通の経営課題についての意見交換により経営課題の

解決を図ることを目的とした、会費制の会員交流会「切磋琢磨の会」を立ち上げた。６月に中

小企業会員約３０社に募集をかけ、応募頂いた１２名を今年度メンバーとした。 

各回の課題は、参加者へのアンケート調査でニーズが高い経営課題の中から選定し、冒頭に当

該テーマの有識者や外部専門家等による講義、それに引き続き参加者による自社の問題点の発

表と意見交換会を行う形式で、今年度３回実施した。また、交流会の終了後、人的ネットワー

クの深化を促すため懇談会を開催した。メンバー企業見学会も１回自然発生し、活発な活動と

なった。 

 第１回会合  

・日時  令和５年７月２８日（金） １５：００～１７：３０ 

・場所  名古屋会議室名古屋伏見駅前店 第４会議室 

・テーマ  「グリーントランスフォーメーションへの対応」 

講師:経済産業省中部経済産業局資源エネルギー環境部 

                  カーボンニュートラル推進室長  木山 雅之氏 

講師からカーボンニュートラルに関連する最新動向と関係企業における今後の

取組みの方向性等について説明があり、カーボンニュートラルのためにはまずは

省エネの徹底が必要との認識が共有化された。 

・出席者 ９名/１２名中 

・意見交換会 

    各者から自社の省エネ活動における問題点等が提示され、それに対し、既にそ

の問題に対応している他社からアドバイスが提示された。 

その中から、カーボンニュートラル推進のための重要な取り組みであるＩＴ活

用による工場の見える化に取り組んでいる株式会社山田製作所の山田社長から同

社の見学会の提案があり、９月２２日に実施した(参加者８名)。 

       

 第２回会合  

       ・日時  令和５年１１月７日（火） １５：００～１７：３０ 

・場所  名古屋会議室名古屋伏見駅前店 第６会議室 

・テーマ 「人材活用ガイドラインと多様な人材活躍事例について」 

講師:経済産業省中部経済産業局地域経済部 

                  地域振興・人材政策課長  浅野 哲基氏 

講師から中小経営者が経営課題の背景にある本質的な課題を見いだし、人材戦略

の検討の輪を従業員にも広げて取り組むことを主題とする人材活用ガイドライン

とその先導的事例について説明があり、人材戦略への対応方向が共有された。 

・出席者 １０名/１２名中 

・意見交換会 

  各社から人材の採用や人材の定着・育成に係る問題点等が提示され、それに対し、

既にその問題に対応している他社からアドバイスが提示された。 
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 第３回会合  

・日時  令和６年３月２２日（金） 14:00～17:30 

・場所  名古屋会議室名古屋伏見駅前店 第６会議室 

・テーマ 「経営戦略・計画の策定」 

  〇セッション 1  演題：「知的資産経営に向けて ローカルベンチマークの活用」 

講師: 中小企業基盤整備機構中部本部  アドバイザー  藤井 健太郎氏 

     経営戦略・計画を策定する前提となる自社の無形資産も含めた知的資産を

棚卸するために中小企業庁が推奨しているローカルベンチマークの使い方

について事例も交え解説してもらった。 

〇セッション２  演題：「中小企業基盤整備機構の支援施策紹介」 

   講師:中小企業基盤整備機構中部本部 企業支援課 課長代理 迎 方子氏 

中小企業の経営支援のために中小企業基盤整備機構が提供している支援

施策について用例等を示してもらい説明を受けた。 

〇セッション３ 演題：ワークショップ「カードを用いた価値観の自認法」 

   講師:当センター総務部長 平上 雄一氏 

参加メンバーを５名程度の組みに分け、「価値観」カードを活用して参加

者自身の価値観を再認識するワークショップを開催した。 

・出席者 １２名/１４名中 

・意見交換会 

サイバーセキュリティの確保、リーダー人材の選定・養成等に関しての経営

課題の提起があり、これについて参加者で意見交換を行った。 

 

５．産学官連携の強化及び新技術・新分野への挑戦 

（１）次の世代の航空宇宙産業の強化に向けた取組み 

 新技術・新分野（水素、電動航空機、空飛ぶクルマ、ドローン応用ビジネス、宇宙ビジネス）

について、各種セミナーを聴講して情報収集を図るに留まり、会員企業や関係機関からニーズ

や動向を把握し、当地域で振興する上での課題を整理するには至らなかった。 

 

（２）航空宇宙産業の発展に向けた産学官連携方策の模索 

会員企業や関係機関への訪問時に、産学官が連携して中部地域として整備すべき制度や施

設等に関する意見を収集した。令和５年度は、ポートアイランドについて中部地域の航空機産

業としての利活用の可能性をＪＡＸＡとＭＨＩにヒアリングしたが、時期尚早で具体的なアイ

デアは出てこなかった。 

一方、会員を含む地方行政担当部門からの依頼を受けて、下表に示す展示会・シンポジウ

ム等で講演や司会等の活動を展開した。ここには、今年度から始めた名古屋商工会議所との共

催セミナーが含まれる。 
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月日. イベント名 活動内容 主催者/場所 

８月１日 
他地域交流会（航空×アトツ

ギの会） 

ワークショップ：５ 年後に

起こしたいイノベーション、

挑戦するビジネス 

関西航空機産業プラッ

ト フ ォ ー ム NEXT 

/AeroEdge㈱本社工場

（栃木県足利市） 

９月１３日 
航空機産業ものづくり革新分

科会（第１１回） 

講演：防衛省事業への参

入に向けたポイントの紹

介 

関西航空機産業プラッ

トフォームＮＥＸＴ/関西

経済連合会（大阪） 

９月２８日 

航空機産業の魅力、伝えま

す！ 

＠エアロマート名古屋２０２３ 

司会及び会場企業ブース

への学生案内 

中部経済産業局/吹上上げ

ホール 

１０月６日 第４回 海外販路開拓勉強会 
講演：海外取引に向けた

支援策の紹介 
愛知県/ウインクあいち 

１２月１４日 
航空宇宙産業振興シンポジ

ウム 

「官需」パネルディスカッ

ションの司会進行担当 

愛 知 県 / ミ ッ ド ラ ン ド

ホール 

２月２９日 
第１回「一歩踏み出す」航空

宇宙産業セミナー 

「防衛産業施策」「ＤＸ実

例」「スタートアップ事業」

の紹介 

Ｃ-ＡＳＴＥＣと名古屋商

工会議所/名古屋商工

会議所会議場 

 

 

（３）各県・市の航空宇宙産業振興に係る委員会等への参画 

愛知県、岐阜県、名古屋市の航空宇宙産業関連の振興に係る下記の各種委員会等に参画した。 

 

①あいち・なごやエアロスペースコンソーシアム（ＡＮＡＣ）関係 

愛知県における航空宇宙産業の継続的な発展を図るため、愛知県と名古屋市が主導・設立

した支援機関の連携組織ＡＮＡＣに当センターも参画し、各種事業の実施に協力・連携して

いる。その一環として、ＡＮＡＣの運営委員会及び各種事業の委託先を選定する企画審査委

員会に専務理事が委員として参画した。（運営委員会１回、企画審査委員会４回） 

 

②岐阜県関係 

・航空宇宙生産技術人材育成・研究開発プロジェクト推進会議 

岐阜県は平成３０年度より、内閣府「地方大学・地域産業創生交付金」を活用して、岐阜

大学や名古屋大学、地元産業界等との産学金官連携により大学生や就業者を対象とした航空

宇宙産業の「生産技術」に関する人材育成と研究開発を推進している。このために「航空宇

宙生産技術人材育成・研究開発プロジェクト」が知事を会長として設置され、当センターの

専務理事がメンバーを務めている。令和５年度は１２月２０日に推進会議が開催され専務理

事が出席した。 

 

・航空宇宙・医療福祉機器産業等競争力強化支援事業費助成金審査委員会 

岐阜県の航空宇宙・医療福祉機器産業等競争力強化支援事業費助成金を交付する制度に対
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し、審査委員会委員（任期：令和５年４月２０日～令和７年３月３１日(２年間)）への就任

依頼を受け、Ｃ-ＡＳＴＥＣから伊藤部長が就任した。本年度は、助成金を申請する企業が

５社あり、５月１９日と８月８日に開催された審査委員会に出席して採点を行った。 

 

・航空宇宙産業支援事業 出展企業選定委員会 

 岐阜県の出展企業選定委員会委員（任期：令和５年３月２８日～令和６年３月３１日）へ

の就任依頼を受け、Ｃ-ＡＳＴＥＣから伊藤部長が就任した。第２８回機械要素技術展に参

加を申込んだ企業８社に対する４月６日の選定委員会と、エアロマート名古屋２０２３への

申込企業１１社に対し７月１４日に開催された選定委員会に出席し、採点を実施した。 

 

・岐阜県産業経済振興センターとの協力 

表記センターの航空宇宙産業支援部門は各務原市のＶＲテクノセンターにあり、県庁に近

い本体とはやや独立した活動を展開している。Ｃ-ＡＳＴＥＣの会員企業からもこちらとの

連携を求める声があるため、互いの事業計画を説明し、啓蒙のための活動などの効率的な実

施に向けた調整を進めた。この結果、令和６年度には、Ｃ-ＡＳＴＥＣの先進研究設備見学

会に先方の会員参加を可能とする、先方主催のセミナーへの講師を派遣するなどの協力を行

うこととなった。 

 

③名古屋市関係 

名古屋市航空宇宙産業設備投資促進補助金は、名古屋市が市内の航空宇宙産業に係る中小企

業の販路拡大や生産増、又は一層高度な業務への対応に必要な設備投資に対して助成するため

に設けた補助制度である。当センターの専務理事が同補助金の選定にあたる意見徴収会の委員

として委嘱を受け、令和５年１２月８日及び令和６年２月２９日に開催された同会にて補助事

業者の選定に参画した。 

 

６．会員の確保及び会員へのサービス充実 

（１）新規会員の確保   

 セミナー・講演会への出席者や展示会・商談会で関心を示された企業に対して、訪問等を含

めたアプローチにより、新規会員の確保を目指した。また、非会員企業にも情報提供するとと

もに、会員企業間連携の機会提供などのメリットを紹介しアピールした。その結果、新規入会

企業として５社を迎え入れた。 

 

（２）会員であるメリットを実感できる事業の実施 

当センターは、中部地域の航空宇宙産業の振興のために設立された産学官連携の団体である

ため会員に限定せず広く事業を実施してきたが、会費を支払い、当センターを支えてくださっ

ている会員団体に対して、会員のメリットを実感してもらえるよう会員限定の事業や事業実施

において非会員との差別化を図った。具体的には、前述の先進研究設備等見学会や会員交流会

（切磋琢磨の会）を会員限定事業として開催し、セミナーや講演会の一部について、参加費等

の点で非会員との差別化を図った。 
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（３）ホームページ、メールマガジンによる有用な情報提供 

支援施策等会員企業にとって有用な情報を、Ｃ-ＡＳＴＥＣで整理し、ホームページ、メー

ルマガジンにより適宜提供した。また、連携する関係機関からの有益な情報についても、タイ

ムリーかつ積極的に発信した。 

 ５年以上手つかずの状態であったホームページについて、業界やセンターの現状に沿った内

容に更新するとともに、公表資料等の表示・検索方法の刷新を行った。予算的に手が回らなかっ

た項目について、来年度以降定期的な見直し時に対応する計画とした。 

 

（４）損害保険の代理店業務 

航空機製造物賠償責任の重要性を説明するとともに中堅・中小サプライヤーのリスク軽減

を図るため、航空ＰＬ保険や航空サプライチェーン保険等損害保険の普及に努めた。 

エアロマート名古屋２０２３では、東京海上日動火災保険㈱と協力して、航空ＰＬ保険や

航空サプライチェーン保険の必要性、有用性に関するセミナーを開催し、中小企業の参加者を

中心に興味を引くことができた。 

 

以上 


